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 先に，超平滑仕上面生成で有用性を確認した，新概念超平滑研削法の加工平坦性に及ぼす研削方向平行間欠送り

の影響を検討した．256mm 角の微小面積では超平滑仕上面となるが，研削現象により，20mm 角の大面積での平坦

度は悪くなる．それでも，炭化けい素の場合に約 500nm(Rz)の非常に良い平坦度が得られた． 
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